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10:00 〜 10:15

50K SNPアレイを用いた和牛4品種に関する多様性および類縁関係

の調査
〇中村 充暉1、万年 英之2、笹崎 晋史2、鈴木 啓一3、小林 栄治4、川口 芙岐2 (1.神戸大農、2.神戸大院農、3.東北

大院農、4.農研機構畜産部門)

 
【目的】和牛4品種はこれまで、その多様性や類縁関係について個々に解明されてきた。そこで本研究ではそれら

をまとめて調査することを目的とした。【方法】黒毛和種、褐毛和種（土佐・肥後）、日本短角種、無角和種に

ついて Illumina BovineSNP50 Beadchipにより遺伝子型判定し、さらに先行研究より、韓牛、アンガス、シンメ

ンタール、エアシャー、ブラウンスイス、デボンの遺伝子型データを得た。それらについてクオリティコント

ロールを実施した後、計332頭、27,007SNPを用いて主成分分析、 STRUCTURE解析、系統樹作成等を

行った。【結果】主成分分析や STRUCTURE解析の結果より、和牛4品種がそれぞれ異なる遺伝構造を有すること

が示された。黒毛和種が肉質に好影響なアリルを高頻度で有する可能性や、それ以外の品種が小さい集団サイズ

で維持されてきたこと、さらに日本短角種には品種造成に用いられたショートホーンの影響が色濃く残っている

ことなどが理由として考えられる。また系統樹では1）黒毛和種と褐毛和種、韓牛、2）無角和種とアンガ

ス、3）日本短角種とショートホーン、4）その他のヨーロッパ品種が、それぞれクラスターを形成し、各和牛品

種がその品種造成に関わったウシ品種とより近い関係にあることが示された。今後は和牛4品種それぞれの遺伝的

特徴について詳細を明らかにすることが必要であると考えられた。
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